
　　「ひと」「まち」育む
　　本町のこれからの重点施策

　　これからの熊野町政
　　　（今後の人口維持の方策）
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　　　生活交通の実証実験や
　　交通網の強化に取り組んでいく（三村町長）

　　　基盤整備や産業振興を図るとともに
　　　子育て支援、教育の充実に力を入れる（三村町長）

　
新
総
合
計
画
に
お
け
る
、

町
内
循
環
バ
ス
な
ど
の
生
活

交
通
計
画
の
内
容
と
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
町
の
道
路
の
将
来
像
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
熊
野

町
総
合
計
画
が
「
ひ
と 

ま

ち 

育
む 

筆
の
都 

熊
野
」
と

銘
打
っ
て
始
ま
る
。
急
激
な

人
口
減
少
社
会
が
確
実
に

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
い

か
に
し
て
熊
野
町
の
人
口
を

維
持
す
る
の
か
。
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伊藤議員

福垣内議員

　　住宅用火災警報器の
　　設置に対する町の考え方
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　　　生活保護や避難が困難な障害者単身世帯に
　　　　　　助成制度を設けている（立花民生部長）

　
新
聞
・
町
広
報
で
、
空
き

容
器
回
収
事
業
の
廃
止
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
今
回

廃
止
を
決
定
さ
れ
た
理
由
及

び
、
今
後
の
代
替
事
業
は
。

　
既
存
住
宅
へ
の
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
は
、
本
年
５

月
31
日
ま
で
。
町
と
し
て
購

入
・
設
置
費
用
の
一
部
助
成

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
設
置
率
の
低
さ
は
助
成
が

遅
れ
た
結
果
で
は
。
今
か
ら

で
も
、
現
物
支
給
や
設
置

補
助
を
高
齢
者
等
に
で
き
な

い
か
。
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山野議員

藤本議員

民 生 部 門

▲既存住宅には火災警報器の設置が
　義務付けられています

　　空き容器回収事業の廃止

Ａ

Ｑ

　　　今後は家庭用生ごみ処理機等の
　　　　　　　購入補助事業を実施する（立花民生部長） ▲今年３月末で役割を終えた空き容器回収機


